
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
に

補
助
制
度
を

　

児
童
生
徒
の
安
全
の
た
め
、
自
治
会

が
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場

合
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
べ
き
で
な
い

か
。　

三
条
市
防
犯
協
会
の
補
助
制
度
（
1
台

1
万
円
、
1
自
治
会
5
台
が
上
限
）
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
通
学
路
に
特
化
し
た
補

助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

農
商
工
連
携
を

　

燕
市
で
は
紫
黒
米
を
使
っ
た
ラ
ス
ク

等
が
新
潟
市
主
催
の
6
次
化
フ
ェ
ア
で
大

賞
を
受
賞
し
た
。
三
条
市
も
農
商
工
連
携

で
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
を
育
て

る
べ
き
で
な
い
か
。

　

意
欲
あ
る
生
産
者
か
ら
取
り
組
み
の

相
談
を
受
け
た
際
に
は
、
必
要
に
応
じ
た
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
に
お
け
る
農
地
取

得
の
下
限
面
積
緩
和
を

　

就
農
希
望
者
が
農
地
と
セ
ッ
ト
で
空

き
家
を
購
入
す
る
場
合
、
農
地
面
積
は
合

計
50
ア
ー
ル
以
上
必
要
だ
。
農
地
取
得
面

積
の
緩
和
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

近
年
全
国
的
に
は
下
限
面
積
を
引
き

下
げ
る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

全
国
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
を
行
う
。

不
登
校
対
応
、も
っ
と
民
間

と
連
携
を

　

教
育
機
会
確
保
法
に
照
ら
し
た
行
政

に
よ
る
さ
ら
な
る
学
校
以
外
の
学
び
場
の

設
置
や
民
間
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い

か
。　

適
応
指
導
教
室
や
民
間
施
設
と
の
連

携
は
当
然
だ
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
保
護
者
の
同
意
に
基
づ
い
て
必
要
な

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
民
間
施
設
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
は
、
情
報
共
有
、

対
応
共
有
を
し
て
い
く
。

公
民
館
等
の
再
編
は
利
用

率
も
重
視

　

三
条
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
他

施
設
へ
の
集
約
化
、
複
合
化
や
地
域
へ
の

譲
渡
、
状
況
に
よ
っ
て
廃
止
お
よ
び
解
体

を
検
討
す
る
と
し
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
利
用
率
は
考
慮
さ
れ
る
の
か
。

　

利
用
率
は
重
要
な
指
標
。
地
域
住
民

や
利
用
者
の
理
解
、協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

計
画
期
間
内
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
た
い
。

統
廃
合
議
論
は
地
域
の
声

を
最
優
先

　

複
式
２
学
級
編
制
が
継
続
し
て
も
統

廃
合
の
検
討
に
入
る
の
で
は
な
く
、
保
護

者
や
地
域
の
声
が
優
先
さ
れ
る
の
か
。

　

統
廃
合
を
行
政
が
一
方
的
に
進
め
る

の
で
は
な
く
、
保
護
者
や
地
域
住
民
と
課
題

意
識
を
共
有
し
な
が
ら
共
通
認
識
を
つ
く
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
。
今
後
の
児
童
数

の
推
計
を
示
す
中
で
、
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
最
終
受
益
者

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
方
策
を
相
談

し
て
い
き
た
い
。

三
条
市
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
の
現
状
と
将
来
に
つ

い
て

　

移
住
支
援
補
助
金
は
ど
う
な
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
市
外
か
ら
転
入
す
る
40

歳
未
満
を
対
象
と
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度

１
件
、
30
年
度
１
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
平

成
31
年
度
か
ら
は
既
存
の
制
度
を
見
直
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
す
る
市
内
在
住
者
に

も
対
象
を
広
げ
て
い
く
。

　

高
齢
者
等
の
住
宅
改
修
へ
の
支
援
は

ど
う
な
の
か
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
住
宅
改

修
費
の
支
給
実
績
は
３
０
８
件
、
支
給
金

額
は
２
７
７
９
万
６
０
０
０
円
。
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
た
高
齢
者
等
住
宅
整
備

補
助
事
業
で
は
、
利
用
件
数
が
10
件
、
補

助
金
額
は
１
８
９
万
４
０
０
０
円
。
高
齢

者
へ
の
助
成
は
９
件
、
１
５
１
万
９
０
０
０

円
。
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
助
成
は
１
件
、

37
万
５
０
０
０
円
で
あ
り
、
今
後
は
さ
ら

な
る
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

三
世
代
同
居
推
進
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

利
子
補
給
金
交
付
事
業
は
ど
う
な
の
か
。

　

実
績
と
し
て
は
、
平
成
30
年
度
は
３

月
１
日
現
在
で
19
件
、
１
２
０
万
４
６
０
８

円
の
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
の

活
用
促
進
は
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
建
築
関
係
の
設
計
者
、
施
工
者
に

は
一
定
の
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
今

後
新
た
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、

さ
ら
な
る
周
知
を
行
う
。

森
林
経
営
管
理
法

　

対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

来
年
度
約
８
５
０
万
円
の
交
付
金
が

見
込
ま
れ
る
。
経
営
管
理
の
調
査
、
計
画
は

作
成
し
な
い
。

　

市
の
責
務
を
伺
う
。

　

所
有
者
に
よ
る
適
切
な
経
営
管
理
が

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

三
条
市
の
子
育
て
支
援

　

待
機
児
童
解
消
事
業
の
検
証
は
ど
う

か
。　

昨
年
は
６
人
発
生
し
た
が
、
事
業
実

施
で
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
。

２
０
１
９
ス
カ
イ
ラ
ン
ナ
ー・

ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

　

市
の
役
割
と
今
後
の
開
催
に
つ
い
て

伺
う
。

　

円
滑
な
大
会
運
営
と
下
田
地
域
の
魅

力
向
上
の
た
め
、
人
的
、
資
金
面
で
サ
ポ
ー

ト
し
、
引
き
続
き
開
催
を
考
え
て
い
る
。

カ
メ
ム
シ
等
の
害
虫
対
策

　

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

カ
メ
ム
シ
に
は
薬
剤
購
入
費
を
補
助

す
る
。
害
虫
等
も
下

田
の
豊
か
な
自
然
の

魅
力
と
認
知
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
。

名み
ょ
う
げ下
多
目
的
集
会
施
設
の

雪
害
対
策

　

早
急
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

状
況
を
踏
ま
え
、最
善
策
を
検
討
す
る
。

投
票
率
向
上

　

移
動
期
日
前
投
票
所
等
ハ
ー
ド
面
も

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

費
用
対
効
果
や
公
平
性
等
も
加
味
し

研
究
す
る
。

加
茂
市
と
の
連
携

　

応
急
診
療
所
の
未
納
負
担
金
、
三
条

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
の
経
費
に

つ
い
て
伺
う
。

　

未
納
負
担
金
は
約
１
９
０
０
万
円
、

最
終
年
度
ま
で
の
負
担
金
は
約
２
８
０
０

万
円
。
ご
み
は
３
０
４
ｔ
、
約
４
７
７
万

円
を
支
払
い
済
み
。

通学中の児童

3年後に２つの複式学級編制が見込まれる旭小学校

粟ヶ岳を駆け降りるスカイランナー

名下多目的集会施設 カメムシ
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